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　２月１日にはまゆり子ども園で行われた節分集会での
一場面。節分を楽しんでいた園児たちの前に突然現れた
緑鬼と赤鬼は、園児たちを山に連れ去ろうと容赦なく襲
い掛かりました。（関連記事 16㌻）

　先生たすけて～！
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昨
年
、
記
録
的
な
大
雨
、
強
い
地
震
、
強
烈
な
台
風
が
日
本
各
地
を
襲
っ
た
。
７
月

の
西
日
本
豪
雨
は
洪
水
や
土
砂
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
９
月
に
発
生

し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
は
山
の
斜
面
が
崩
れ
る
な
ど
し
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

た
。
さ
ら
に
、
昨
年
は
５
つ
の
台
風
が
日
本
へ
上
陸
。
９
月
に
相
次
い
だ
台
風
21
号
と

24
号
の
暴
風
や
高
潮
に
よ
っ
て
、
近
畿
地
方
は
イ
ン
フ
ラ
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

　
「
災
害
は
忘
れ
る
間
も
な
く
起
こ
る
」
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
よ
う
に
起
こ
っ
た
自
然

災
害
に
、
日
本
が
「
災
害
大
国
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
一
年
。
犠

牲
者
や
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、過
去
の
災
害
を
振
り
返
り
、一
人
ひ
と
り
の「
減

災
」
の
備
え
を
見
直
そ
う
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。

で
も
、
い
つ
か
必
ず
起
き
る
。

２０１８（H30）２月号　　2

災害の
備　え

去
最
高
の
38
億
円
。
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
津

波
は
村
の
風
景
を
一
変
さ

せ
た
。
村
で
は
高
さ
15
・

５
㍍
の
太
田
名
部
防
潮
堤

と
普
代
水
門
に
よ
っ
て
住

宅
街
へ
の
被
害
を
免
れ

た
。
も
し
も
水
門
が
な

か
っ
た
ら
、
私
た
ち
に

と
っ
て
今
こ
の
瞬
間
は
全

く
別
の
も
の
に
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。

　　　

明
治
・
昭
和
・
平
成
と

村
は
幾
多
の
自
然
災
害
に

見
舞
わ
れ
て
き
た
。
日
本

各
地
で
異
常
気
象
や
地
震

被
害
が
起
き
て
い
る
近

年
、
い
つ
ま
た
こ
こ
で
災

害
が
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
。
大
き
い
災
害
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
公
共
機

関
の
機
能
は
低
下
し
、
交

通
手
段
も
途
絶
え
る
。
そ

ん
な
中
、
被
害
拡
大
を
食

い
止
め
る
に
は
、
一
人
ひ

と
り
の
日
頃
か
ら
の
防
災

対
策
が
重
要
と
な
る
。
身

の
安
全
を
守
る
た
め
、
家

庭
の
防
災
を
今
一
度
見
直

そ
う
。

　　

明
治
29
年
６
月
15
日
、

村
を
三
陸
大
津
波
が
襲
っ

た
。
各
地
の
震
度
は
２
～

３
程
度
だ
っ
た
が
、
実
際

は
三
陸
沖
１
５
０
㌔
を
震

源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
・
５
の
巨
大
地
震
。

そ
の
後
の
津
波
に
よ
る
村

の
被
害
は
、
流
失
倒
壊
家

屋
78
戸
、
死
亡
者
３
０
２

人
に
及
ん
だ
。

　

明
治
の
大
津
波
か
ら
36

年
後
の
昭
和
８
年
３
月
３

日
、
午
前
２
時
半
ご
ろ
宮

古
南
東
沖
１
２
０
０
㌔
の

海
底
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
・
３
の
大
地
震
が
発
生
。

約
40
分
後
に
村
を
襲
っ
た

大
津
波
は
95
人
の
死
傷
者

を
出
し
、
40
戸
の
住
家
、

2 0
戸
の
非
住
家
、
漁
船

１
５
０
隻
を
奪
っ
た
。

　

昭
和
38
年
５
月
29
日
に

は
三
陸
フ
ェ
ー
ン
大
火
が

村
を
襲
っ
た
。
台
風
崩
れ

の
低
気
圧
通
過
で
起
き
た

フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り
、

風
速
20
～
30
㍍
の
強
風
が

吹
く
中
、
気
温
は
29
・
６

度
ま
で
上
昇
。
旧
下
閉
伊

郡
新
里
村
の
山
林
で
発
生

し
た
火
は
、
強
風
に
あ
お

ら
れ
て
近
隣
７
町
村
に
拡

大
し
、
村
で
は
１
０
３
戸

が
全
焼
、
２
０
０
０
㌶
の

山
林
が
消
え
去
っ
た
。

　

平
成
に
も
幾
多
の
災
害

が
村
を
襲
っ
た
。

　

最
近
で
は
平
成
28
年
８

月
に
台
風
10
号
が
発
生
。

村
の
１
時
間
あ
た
り
の
最

大
雨
量
は
49
㍉
だ
っ
た

が
、
普
代
川
、
茂
市
川
は

上
流
で
降
っ
た
大
雨
で
増

水
し
、
道
路
や
住
宅
に
濁

流
が
流
れ
込
ん
だ
。
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
69
世
帯
１
３
４
人
が

役
場
な
ど
へ
避
難
。
多
く

の
建
物
が
床
上
、
床
下
浸

水
の
被
害
に
合
っ
た
。
災

害
廃
棄
物
は
お
よ
そ

１
０
０
㌧
に
も
及
び
、

９
億
円
を
超
え
る
被
害
を

も
た
ら
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
23
年
３
月

1 1
日
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
。
宮
城
県
沖
で
発
生

し
た
観
測
史
上
世
界
最
大

級
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
の
大
地
震
に
よ
り
、

村
で
も
大
き
な
横
揺
れ
が

数
分
間
続
き
、
震
度
５
弱

を
観
測
。
大
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
。
当
初
、
津

波
は
３
㍍
と
予
想
さ
れ
た

が
、
約
40
分
後
に
訪
れ
た

の
は
そ
の
予
想
を
は
る
か

に
超
え
た
巨
大
津
波
。
引

き
波
を
繰
り
返
し
、
す
さ

ま
じ
い
威
力
で
村
に
襲
い

か
か
っ
た
。
被
害
額
は
過

太田名部漁港を襲った東日本大震災による大津波

昭和 38 年のフェーン大火により焼け野原と化した太田名部（撮影
者：釜谷壽人さん）

東日本大震災時、沢向には大量の水が押し寄せた平成 28 年の台風 10 号による災害廃棄物昭和の三陸大津波後の太田名部

明
治
・
昭
和
の
大
津
波

大
火
が
村
を
焼
い
た

平
成
に
も
相
次
い
だ
大
災
害

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
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と
き
に
期
限
が
切
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
普
段
使
用
し
て
い
る
も
の
や

食
べ
て
い
る
レ
ト
ル
ト
食
品
・
缶

詰
を
多
め
に
蓄
え
、
使
う
ご
と
に

補
充
し
て
い
く
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
法
で
備
え
て
お
く
と
、
期

限
切
れ
を
防
ぐ
と
同
時
に
、
災
害

時
も
食
べ
な
れ
た
も
の
を
食
べ
ら

れ
る
こ
と
で
安
心
感
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
水
は
飲
料
水
だ
け
で
は

な
く
、
ト
イ
レ
を
流
し
た
り
手
を

洗
っ
た
り
す
る
た
め
の
生
活
用
水

も
必
要
で
す
。
水
道
水
を
入
れ
た

ポ
リ
タ
ン
ク
を
準
備
し
て
お
い
た

り
、
お
風
呂
の
水
を
張
っ
て
お
く

と
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
に
立
ち

ま
す
。

　

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
食

器
棚
や
タ
ン
ス
、
冷
蔵
庫
な
ど
背

の
高
い
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て

大
け
が
を
し
た
り
亡
く
な
っ
た
り

す
る
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

気
象
情
報
会
社
ウ
ェ
ザ
ー

ニ
ュ
ー
ズ
（
千
葉
市
）
が
行
っ
た

減
災
調
査
２
０
１
８
に
よ
る
と
、

家
や
家
具
に
災
害
対
策
を
し
て
い

る
割
合
は
半
分
以
下
（
図
１
）
。

過
去
４
回
の
調
査
を
比
較
す
る

と
、
意
識
が
年
々
低
下
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

 

大
地
震
が
起
き
た
ら
家
具
は
必

ず
倒
れ
る
と
考
え
、
Ｌ
字
型
金
具

や
ス
ト
ッ
パ
ー
で
固
定
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
寝
室
や
子
供
部
屋
に

は
家
具
を
置
か
な
い
か
、
置
く
場

合
は
な
る
べ
く
背
の
低
い
も
の
を

選
び
、
倒
れ
た
時
に
出
口
を
ふ
さ

が
な
い
よ
う
向
き
や
配
置
に
工
夫

も
必
要
で
す
。
家
の
中
に
は
、
窓

ガ
ラ
ス
や
照
明
、
テ
レ
ビ
な
ど
凶

器
と
な
り
う
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
窓
は
飛
散
防
止
シ
ー

ル
を
貼
っ
た
り
、
強
化
ガ
ラ
ス
に

替
え
た
り
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
ん

な
危
険
性
が
あ
る
か
考
え
て
策
を

講
じ
ま
し
ょ
う
。

 

ま
た
、
台
風
や
大
雨
が
近
づ
い

て
い
る
場
合
は
、
風
で
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
固
定
す
る
か
、
家

の
中
へ
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
大
雨

が
降
る
前
に
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か

り
鍵
を
か
け
、
必
要
に
応
じ
て
補

強
し
ま
し
ょ
う
。
窓
に
は
飛
散
防

止
シ
ー
ト
を
貼
っ
た
り
、
飛
来
物

の
飛
び
込
み
に
備
え
て
カ
ー
テ
ン

や
ブ
ラ
イ
ン
ド
は
閉
め
て
お
き
ま

す
。

　

家
に
水
が
入
っ
て
き
そ
う
な
と

き
に
役
立
つ
の
は
土
の
う
。
出
入

り
口
な
ど
に
並
べ
て
浸
水
を
食
い

止
め
ま
す
。
土
の
う
が
な
い
場
合
、

ゴ
ミ
袋
を
二
重
に
し
て
水
を
入

れ
、
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
ね

じ
り
な
が
ら
口
を
縛
っ
た
水
の
う

が
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。
水
の
う

を
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
使
用
し
た

り
、
土
入
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー
や
水

の
入
っ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
を
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど
で
包
ん
だ
も

の
で
も
水
の
浸
入
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

災
害
は
私
た
ち
の
日
常
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

後
は
食
料
の
物
流
も
途
絶
え
、
食

料
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
支
援
体
制
が
整
う
ま
で
は
、

個
人
で
備
え
た
食
料
や
物
品
が
頼

り
で
す
。

　

減
災
調
査
２
０
１
８
に
よ
れ

ば
、
非
常
食
の
蓄
え
は
全
国
平
均

で
２
・
３
日
分
（
図
２
）
。
東
日
本

大
震
災
以
降
も
大
き
な
変
化
は
な

く
、
な
か
な
か
普
及
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

電
気
や
通
信
、
道
路
が
災
害
の

影
響
を
受
け
た
と
き
、
復
旧
に
は

約
３
日
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
備
蓄
は
最
低
３ 

日
分
、
大
規
模
災
害
の
場
合
は
一

週
間
分
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
水
、
非
常
食
、
卓
上
コ
ン

ロ
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
そ
の
他
生

活
用
品
を
家
庭
の
状
況
に
合
わ
せ

て
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
用
品
は
特
別
な
も
の
を
長

期
間
備
蓄
す
る
と
、
い
ざ
と
い
う

①テレビ・ラジオ…災害時にも重要な情報収集手段と
 なります。特にラジオは停電時も利用可能で持ち運
 びも簡単な情報を得るために必須アイテム。必ず乾
 電池等の充電器具も準備しておきましょう。
②携帯・スマホ…インターネットやＳＮＳ等で災害情
 報を得ることができます。しかし、インターネット
 上の情報には正確性に欠けるものも溢れているため、
 情報の出どころには注意が必要です。
③防災無線…災害時には、
 村から避難情報、災害対
 応情報、復旧・復興情報
 をお知らせします。

　災害が起きたとき、家族がそれぞれ別
の場所にいるかもしれません。いざとい
うときにお互いの安否が確認できるよ
う、安否確認の方法や集合場所を決めて
おきましょう。災害時、携帯電話の回線
がつながりにくくなり連絡が取れない場
合は、災害用伝言ダイヤル「１７１」が
役に立ちます。

図２　非常食は何日分備えていますか？

図１　家や家具に災害対策をしていますか？
ウェザーニューズ「減災調査」2018 より

ウェザーニューズ「減災調査」2018 より

　

自
宅
を
離
れ
て
避
難
所
へ
避
難

す
る
場
合
に
備
え
、
素
早
く
避
難

で
き
る
よ
う
非
常
用
持
ち
出
し
品

の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
避
難
時

に
両
手
が
使
え
る
よ
う
、
リ
ュ
ッ

ク
に
必
要
物
品
を
持
ち
運
べ
る
分

量
（
10
～
15
㌔
程
度
）
準
備
し
、

持
ち
出
し
や
す
い
場
所
に
保
管
し

て
お
き
ま
す
。
一
人
一
つ
の

リ
ュ
ッ
ク
を
用
意
し
、
自
分
で
中

身
を
詰
め
る
こ
と
で
何
が
入
っ
て

い
る
か
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

普
段
生
活
し
て
い
く
中
で
、
い

つ
の
ま
に
か
「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
防
災
に

十
分
や
絶
対
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
ま
わ
り
で
起

こ
り
う
る
危
険
を
考
え
、
身
を
守

る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

幾
多
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き

た
歴
史
の
中
、
先
人
た
ち
は
絶
望

的
な
状
況
を
必
死
で
生
き
抜
き
、

私
た
ち
の
今
を
築
き
ま
し
た
。
同

じ
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
や

家
族
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
未
来
を

作
る
の
は
今
の
自
分
な
の
で
す
。

2018 年

2017 年

2016 年

2015 年

2012 年

2010 年

０％ 50％ 100％

約１日分

約３日分

約１週間分

用意していない

2018 年

2016 年

2015 年

2012 年

０％ 50％ 100％

している

していない

1 7 1 にダイヤル

録音の場合 再生の場合1 ２

音声ガイダンスが流れる。

音声ガイダンスが流れる。

被災地の人の電話番号を市外局番から入力

※災害用伝言サービスは災害発生時に自動的に運用されるものですが、①毎月１日、15日、②正月三が日（１月１日～３日）、
③防災とボランティア週刊（１月 15 日～ 21 日）、④防災週間（８月 30 日～９月５日）の体験利用日にはサービスを体験
することができます。

●災害伝言ダイヤル

室
内
の
安
全
を
確
保

非
常
用
備
蓄
品
の
準
備

非
常
用
持
ち
出
し
品
も

●災害時の情報収集

今
の
自
分
が
未
来
を
救
う

43.4％

49.0％

54.8％

54.2％

56.6％

51.0％

45.2％

45.8％

15.1％

14.6％

15.5％

18.0％

10.8％

14.0％

38.3％

40.3％

40.5％

42.7％

41.4％

33.2％

14.3％

12.6％

13.3％

13.6％

12.4％

10.9％

32.3％

33.0％

31.6％

28.2％

28.2％

45.0％

貴重品（預金通帳、印鑑、現金、健康保険証など）、非
常食（備蓄食料、乾パン、アルファ米、缶詰など）、飲
料水、応急医薬品（絆創膏、傷薬、鎮痛剤、解熱剤など）、
衣類、簡易（携帯）トイレ 、防災ずきん、マスク、毛布、
タオル、懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池、生活用品（ラ
イター、ろうそく、ナイフ、
ビニール袋、軍手など）使い
捨てカイロ、ウェットティッ
シュその他家庭の事情にあわ
せて必要なもの（ほ乳瓶、お
むつ、生理用品、予備メガネ、
いつも飲んでいる薬とお薬手
帳など）

●非常持ち出し品の一例

防災マップの活用

　災害への備え
をしておくこと
は、 災 害 時 の
心の余裕につな
がり、心の余裕
はすべての行動
に関係してきま
す。災害が起き
た時にどうすれ
ばよいか、何を

準備すればよいかを頭の中でイメージするだ
けでも、いざというときに慌てないで行動す
ることができます。普段から家庭内でも話し
合い、災害時の対策や行動を見直す機会を持
ちましょう。

久慈消防署普代分署
熊谷正志　所長

家庭内で話し合う機会を！

　村が各家庭
に配布してい
る「 普 代 村 防
災マップ」で
は、 地 域 ご と
の避難場所や

災害時の行動ガイドなどを掲載しています。
家族内でも確認し、防災に役立てましょう。
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普
代
村
役
場
３
階
大
会
議
室

で
１
月
12
日
、
株
式
会
社
体
験

教
育
企
画
代
表
の
藤
澤
安
良
代

表
取
締
役
を
講
師
に
「
修
学
旅

行
生
を
呼
ん
で
地
域
活
性
化
」

と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
、

約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
実
際
の
受
け
入
れ

の
様
子
を
映
し
た
映
像
を
交
え

な
が
ら
、
体
験
型
観
光
の
考
え

方
や
農
山
漁
村
の
教
育
力
に
つ

い
て
説
明
。
藤
澤
代
表
は
「
民

泊
を
受
け
入
れ
る
と
き
、
特
別

な
仕
掛
け
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
準
備
や
後
片
付
け
も
体
験

と
な
り
ま
す
の
で
、
や
っ
て
あ

げ
る
の
で
は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま

の
生
活
を
教
え
な
が
ら
一
緒
に
や

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
し
、

民
泊
受
け
入
れ
家
庭
の
心
構
え
に

つ
い
て
熱
弁
し
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
民
泊
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
の
19
日
か
ら
21
日
ま

で
の
３
日
間
、
田
野
畑
村
と
連
携

し
て
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外

国
人
）
教
育
旅
行
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
」
が
行
わ
れ
、
国
内
の
大
学

な
ど
に
通
う
台
湾
や
中
国
、
韓
国
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身

の
学
生
12
人
が
村
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

学
生
た
ち
は
、
19
日
に
行
わ
れ

た
大
津
波
語
り
部
ツ
ア
ー
で
両
村

　

普
代
小
学
校
（
畠

山
剛
校
長
、
児
童

１
０
５
人
）
の
４
年

生
16
人
に
よ
る
総
合

的
な
学
習
の
時
間

「
子
ど
も
神
楽
宿
」

が
１
月
23
日
、
同
校

の
音
楽
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

神
楽
宿
は
神
楽
の

巡
行
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
民
家
や
公
民

館
の
こ
と
を
い
い
、

子
ど
も
神
楽
宿
は
４

年
生
が
「
宿
主
」
と

な
っ
て
巡
行
の
一
環

で
小
学
校
を
訪
れ
る
鵜
鳥
神
楽
を

受
け
入
れ
る
と
い
う
体
験
学
習
。

児
童
た
ち
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

権
現
様
に
奉
納
す
る
「
し
っ
と
ぎ
」

を
作
り
、
幕
や
ご
ざ
を
準
備
し
て

神
楽
衆
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
ご
ろ
に
始
ま
っ
た
舞

い
込
み
で
は
「
清
祓
」
、
「
恵
比
須

舞
」
の
２
演
目
が
披
露
さ
れ
、
児

童
や
先
生
方
は
興
味
津
々
で
舞
を

鑑
賞
。
演
舞
後
は
神
様
の
魂
が
乗

り
移
っ
た
獅
子
頭
に
頭
を
か
じ
っ

て
も
ら
い
邪
気
を
払
い
ま
し
た
。

　

宿
主
と
し
て
神
楽
衆
を
迎
え
た

４
年
生
の
太
田
羅ろ

う
ま馬

く
ん
は
「
舞

が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
鵜
鳥

　釜谷壽人人権擁護委員の後任に、１

月１日付で中央区の佐々木健一さん

（61）が就任しました。

　任期は平成 31 年１月１日から平成

33 年 12 月 31 日までの３年間です。　

神
楽
が
ず
っ
と
続
い
て
い
く
と
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
神
楽
宿
は
、
地
域
の
伝

統
を
つ
な
げ
て
い
く
心
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
２
０
１
２
年
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

佐々木健一さん就任
人権擁護委員

図書委員会の３人が贈呈式に出席

　

平
成
30
年
12
月
31
日
付
で
村
人

権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
を
迎
え

た
釜
谷
壽ひ

さ

人と

さ
ん
（
76
＝
太
田

名
部
）
に
、
同
日
付
で
法
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

釜
谷
さ
ん
は
平
成
15
年
10
月
１

日
か
ら
15
年
３
カ
月
に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
。
子
ど

も
園
や
小
学
校
で
の
人
権
教
室

や
、
村
内
行
事
で
の
啓
発
活
動
な

ど
人
権
の
普
及
に
尽
力
す
る
と
と

も
に
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な

相
談
役
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
真
摯
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
１
月
17
日
に
役
場
で

行
わ
れ
、
盛

岡
地
方
法
務

局
宮
古
支
局

の
内
野
秀
明

支
局
長
よ
り

法
務
大
臣
か

ら
の
感
謝
状

が
、
宮
古
人

権
擁
護
委
員

協
議
会
の
宮

城
貞
子
協
議

会
長
よ
り
同

会
か
ら
の
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

釜
谷
さ
ん
は
「
長
い
こ
と
ご
指

導
・
ご
助
言
等
く
だ
さ
い
ま
し
た

皆
さ
ま
方
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
相
談
業
務
と
人
権
教

室
等
の
啓
発
活
動
等
を
主
体
と
し

た
委
員
活
動
の
中
で
、
相
談
業
務

で
は
逆
に
自
分
が
教
え
ら
れ
た
り

励
ま
さ
れ
た
り
、
嬉
し
い
言
葉
を

返
さ
れ
た
り
し
て
、
元
気
を
も

ら
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
長
生
き
を
し

ま
し
た
」
と
長
い
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
の
活
動
を
振
り
返
り
、
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

法務大臣より感謝状が贈られた釜谷さん

民泊受け入れの心構えについて講演

人権擁護委員に就任した
佐々木健一さん

谷
壽
人
さん
に
感
謝
状

長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
活
動
に
尽
力

釜

童が宿主を務める
鵜鳥神楽の普代小巡行

児
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

す
き
っ
す
！
す
き
昆
布
ふ
だ
い
フ
ェ
ア

村

　

普
代
商
工
会
が
行
う

伴
走
型
小
規
模
事
業
者

支
援
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
２
月
１
日
、
Ｊ

Ｒ
盛
岡
駅
で
特
産
品
販

売
「
す
き
っ
す
！
す
き

昆
布
ふ
だ
い
フ
ェ
ア
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
Ｊ
Ｒ
へ
の

出
店
と
な
っ
た
今
回
の

販
売
に
は
村
内
の
６
事

業
者
が
参
加
。
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
す
っ
き
ぃ
と
え
ん

ぞ
ー
と
と
も
に
積
極
的
に
商
品
を

Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
す
き
昆
布
入
り
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ
た
り
し
て

盛
岡
駅
の
利
用
者
に
普
代
村
を
宣

伝
し
ま
し
た
。

　

村
商
工
会
経
営
指
導
員
の
富
岡

勉
さ
ん
は
「
多
く
の
駅
利
用
者
に

足
を
止
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
足
掛
か
り
に
回
数
を
重
ね

て
定
着
し
て
い
け
ば
い
い
で
す
」

と
話
し
、
今
後
の
展
開
へ
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。　

「恵比寿舞」の鯛に興味津々の児童たち

村の特産品を吟味する盛岡駅利用者

育
旅
行
で
地
域
活
性
化

民
泊
講
演
会
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
開
催

教

の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災

状
況
を
学
習
。
村
内
で
は
普
代
水

門
を
見
学
し
、
震
災
へ
の
学
び
を

深
め
ま
し
た
。

　

20
日
は
民
泊
の
受
け
入
れ
家
庭

を
訪
問
。
村
内
で
は
２
件
の
家
庭

が
学
生
た
ち
を
受
入
れ
、
各
家
庭

で
野
菜
の
種
ま
き
や
障
子
の
張
り

替
え
、
夕
食
作
り
な
ど
を
通
し
て

田
舎
生
活
を
満
喫
し
ま
し
た
。
受

け
入
れ
家
庭
に
一
泊
し
た
翌
日
、

学
生
た
ち
は
受
け
入
れ
た
家
族
と

の
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、
３
日
間

の
体
験
を
終
え
ま
し
た
。

　

中
国
か
ら
の
留
学
生
の
閻エ

ン

暁ギ
ョ
ウ
セ
イ

星
さ
ん
は
「
短
い
旅
で
し
た
が

大
切
な
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

必
ず
ま
た
み
ん
な
に
会
い
に
来
た

い
で
す
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

村
で
は
民
泊
の
受
け
入
れ
家
庭

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
役
場
政
策
推
進
室
観
光
交
流

係
（
☎
35-

２
１
１
４
）
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　創価学会図書贈呈委員会が１月 21

日、普代小学校を訪れ、図書 20 冊を

寄贈しました。

　創価学会岩手県事務局の高橋将彦広

報委員は「東日本大震災など大変な被

害にあったお子さんたちの力になれれ

ばと思います」と話し、図書委員会の

熊谷菜摘副委員長（６年）へ図書を手

渡しました。

　図書委員会の松葉希
い ち か

果委員長（６年）

は「普代小学校の皆は毎日図書室に

通ってたくさんの本を読んでいます。

この本も大切に読んでいきたいと思い

ます」とお礼しました。

　創価学会図書贈呈員会では昨年、図

書 300 冊と本棚を同校に寄贈。来年度

以降も４年間にわたって 20 冊ずつ、

計 400 冊の図書を寄贈いただきます。

図書 20 冊を普代小へ
創価学会図書贈呈員会 留

学
生
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

大津波語り部ツアーで普代水門を見学する学生たち
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本はともだち
◆
幼
児
向
け

　

岬
に
一
本
、
灯
台
が
た
ち
ま
し

た
。
毎
日
漁
船
や
客
船
等
が
行
き

交
い
ま
す
。
み
ん
な
知
ら
な
い
ど

こ
か
か
ら
き
て
、
ど
こ
か
へ
行
く

ん
だ
…
。
灯
台
は
、
自
分
は
ど
こ

に
も
行
け
な
い
こ
と
を
痛
感
。

　

あ
る
冬
の
日
、
大
嵐
に
襲
わ
れ

た
灯
台
に
で
き
る
こ
と
は
…
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
音
館
書
店
）

図書室へ
　　行こう！

◆
小
学
生
向
け

　

そ
れ
は
、
人
を
お
ど
ろ
か
す
よ

う
な
地
震
で
は
な
か
っ
た
。だ
が
、

海
を
見
た
五
兵
衛
は
あ
る
こ
と
を

思
い
出
し
、
急
い
で
稲
む
ら
に
火

を
つ
け
て
ま
わ
っ
た
…
。
江
戸
時

代
の
南
海
地
震
で
紀
州
和
歌
山
藩

を
襲
っ
た
津
波
の
話
を
元
に
、
小

泉
八
雲
が
創
作
し
た
お
話
で
す
。

 

（
汐
文
社
）

普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

★普代村図書室
開室時間：午前９時〜午後５時
�休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX：�36-1044

『
津
波
‼
命
を
救
っ
た
稲

む
ら
の
火
』

『
と
う
だ
い
』

今年１月に成人式を迎えたばかりの深渡さん

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は上区出身の深渡
優希さん (20) です。

マイフレンド  Vol.127M Y
F R I E N D

斉
藤　

倫

小
泉　

八
雲

『
野
球
で
全
国
優
勝
目
指
し
ま
す
』

　

上
区
出
身
の
深
渡
優
希
さ
ん

は
、
中
学
校
を
卒
業
後
、
野
球
を

す
る
た
め
一
関
の
高
校
へ
進
学
。

現
在
は
盛
岡
市
で
営
業
と
し
て
働

き
、
社
会
人
２
年
目
と
な
り
ま
し

た
。「
知
識
ゼ
ロ
だ
っ
た
は
じ
め

の
こ
ろ
に
比
べ
れ
ば
慣
れ
て
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
先
輩
た
ち
に

は
追
い
つ
け
ま
せ
ん
」
と
話
す
一

方
で
「
自
分
が
営
業
と
し
て
提
案

し
、
相
手
に
い
い
と
言
っ
て
も
ら

え
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
仕
事

の
や
り
が
い
を
話
し
ま
す
。

　

昔
か
ら
野
球
が
好
き
だ
っ
た
深

渡
さ
ん
は
、
今
で
も
社
会
人
チ
ー

ム
に
所
属
し
て
週
２
の
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。「
自
分
の
チ
ー
ム

は
な
か
な
か
強
い
で
す
」
と
い
う

言
葉
の
と
お
り
、
昨
年
に
は
全
国

大
会
に
出
場
。
深
渡
さ
ん
も
選
手

と
し
て
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献

し
、
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
外
野
と
フ
ァ

ー
ス
ト
。
今
年
の
５
月
に
行
わ
れ

る
全
国
大
会
へ
の
出
場
も
決
ま
っ

て
お
り
、
得
意
だ
と
言
う
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
の
腕
を
さ
ら
に
磨
い
て
挑

み
ま
す
。

　

先
月
成
人
式
を
終
え
た
ば
か
り

の
深
渡
さ
ん
。
20
歳
の
抱
負
を
聞

く
と
「
仕
事
と
野
球
を
し
っ
か
り

や
っ
て
、
今
年
の
全
国
大
会
で
は

優
勝
を
目
指
し
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

野
球
の
練
習
に
行
っ
て
い
る
か

ご
ろ
ご
ろ
し
て
る
か
で
す(

笑)

ま
と
ま
っ
た
休
み
に
は
普
代
に
帰

っ
て
き
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の

で
、海
外
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

―
村
へ
一
言
。

　

ち
ょ
く
ち
ょ
く
帰
っ
て
き
て
る

の
で
見
か
け
た
ら
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

　

今
年
は
雪
も
多
く
な
く
助
か
る

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や

は
り
２
月
に
入
っ
た
ら
冬
の
天
気

に
な
り
ま
し
た
ね
。
み
な
さ
ん
寒

さ
や
雪
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
こ
う
い
う
と
き
こ
そ
ご
近

所
付
合
い
が
あ
る
普
代
村
は
強
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
ご
近
所
の
方

同
士
声
を
掛
け
合
っ
て
こ
の
冬
を

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！
も
し
他
に

力
が
必
要
な
時
は
、
遠
慮
な
く
私

に
も
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
ね
。

　

さ
て
、
先
日
普
代
参
拾
伍
番
館

に
て
「
う
た
ご
え
の
館
」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
実

は
ず
っ
と
あ
た
た
め
て
い
た
企
画

で
す
が
、
場
所
が
静
か
な
図
書
室

の
脇
と
い
う
こ
と
で
な
か
な
か
実

現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

図
書
室
が
休
室
に
な
る
期
間
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
急
き
ょ
開
催

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
狭
い
空
間

で
し
た
が
予
想
を
超
え
る
程
の
人

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
に
は
伴
奏
が
必

要
で
、
と
り
も
バ
ン
ド
の
仲

間
で
も
あ
る
普
代
駐
在
所
の

小
野
寺
誠
さ
ん
に
ギ
タ
ー
伴

奏
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
小

野
寺
さ
ん
に
は
時
間
の
な
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
46

　
う
た
ご
え
の
館

今月は

　山
やま

火
び

隊員です

中
、
無
理
な
お
願
い
を
し
ま
し
た

が
、快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、

合
わ
せ
て
村
内
に
も
届
い
て
い
る

架
空
請
求
な
ど
の
特
殊
詐
欺
や
交

通
事
故
防
止
へ
の
呼
び
か
け
も
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
警
察
の
方

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
暮
ら
し

に
よ
り
安
心
感
が
生
ま
れ
る
な
ぁ

と
小
野
寺
さ
ん
の
存
在
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
好
評
に
つ
き

３
月
も
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
今

度
は
場
所
を
変
え
て
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
決
定
次

第
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
お
見
逃
し
の
な
い
よ
う
要

チ
ェ
ッ
ク
で
お
願
い
し
ま
す
。

普代参拾伍番館３月は…

◎イベント（予定）
　・あみものの日
　３/ ７（木）、17（日）�　10：00 〜　
　・キャンドルづくり（満員御礼）
　３/17（日）　13：00 〜　
◎お休み
　３/14（木）、日、月、火曜日
※臨時休業あり　お電話でご確認ください。

（☎ 080-6011-3535）

たくさんの人に集まっていただきました

軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。

美しいギターの音色を響かせた小野寺さん

金　　額　�1,500円／月：白黒１

マス（縦4.5㎝×横9㎝

程度、多少増減する

こともあります）

発行部数　�1,500部（村内は全戸

配布・村外約200部）

原稿締切　発行月の前月末日

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課広聴広報係（☎35−
2111内線115）までお申し
込みください。
　なお、掲載内容については、
審査をさせていただきます。

  広告募集中！！
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中央区　上神田精肉店（☎35-2210）　
年中無休！8:00 から 20:00 まで

バレンタイン星人・ハッピーマーブルちゃん参上！

滝澤きららさん
（久慈市・９歳）

鬼
は
ー
そ
と
！
福
は
ー
う

ち
！
○広  

滝澤ひびきくん
（久慈市・７歳）

ジ
バ
ニ
ャ
ン
は
チ
ョ
コ
ボ
ー

で
鬼
退
治
か
な
？
○広  

大坪楓くん
（久慈市・３歳）

誰
か
の
お
顔
か
な
？
○広  

齊藤芽生ちゃん
（久慈市・１歳）

た
く
さ
ん
の
色
で
描
い
て
く

れ
た
ね
！
○広  

大坪桜ちゃん
（久慈市・２歳）

赤
が
き
れ
い
だ
ね
！
○広  

ひなまつりケーキ
予約受付中!!
ひなまつりのお祝いには
　三船のケーキをぜひどうぞ

もうすぐ生まれ変わる
キャッツをお楽しみに♥

＊ OPEN��19:00~
＊ CLOSE��SUNDAY
＊ TEL��0194 − 35 − 3625
� 080 − 1875 − 1408

インフルエンザに
　負けない体づくりに !!
第２類医薬品

●レバコール 
●レバコール・S
　（ノンカフェインのレバコール）

中央区　電話  35−2045髙橋薬局

受験に勝つ！

弱気な自分に喝！

昆布入り和牛メンチカーツ！

頑張れ普代中３年生！

380

るかちゃん
（はまゆり子ども園さくら組）

あかさかるかちゃん（瑠海、６
歳）から父・久文さん、母・寿子
さんへ
　るうは、おかあさんのほっぺた
がだいすき！あったかくてきもち
いいからいつもさわってるよ。あ
さはいっしょにいぬのさんぽにい
くんだ。たのしいからぜんぜんさ
むくないよ。おかあさんのつくる
おいなりさんがおいしいから、ま
たつくってほしいな！
　おとうさんは、おかあさんにお
さけのおかしをわけてあげてやさ
しいよ。１ねんせいになるはなし
をいっしょにたくさんしたいな。
なつにしたバーベキューがたのし
かったから、おにいちゃんたちが
かえってきたらまたやろうね！
　１ねんせいになったら、まさき
にいちゃんとやきゅうしたいな。

　

ぼ
く
は
、
ど
う
ぶ
つ
が
す
き
で

す
。
で
も
、
家
ぞ
く
み
ん
な
が
動

物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
の
で
、
家
で
は

か
え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ
の
本

を
見
つ
け
た
と
き
に
た
く
さ
ん
の

ど
う
ぶ
つ
と
い
っ
し
ょ
に
本
の
せ

か
い
で
楽
し
も
う

と
思
っ
て
読
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

あ
な
ぐ
ま
は
、
友

だ
ち
思
い
で
や
さ

し
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
じ
分
の
に
わ

に
友
だ
ち
の
す
き

な
も
の
を
う
え
る
こ
と
に
し
た
か

ら
で
す
。
で
も
と
も
だ
ち
が
先
に

そ
だ
て
て
い
て
、
そ
だ
て
る
も
の

を
き
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
こ
し
か
わ
い
そ
う
で
し

た
。

　

ぼ
く
も
、
友
だ
ち
に
虫
を
あ
げ

よ
う
と
し
た
と
き
に
、
こ
と
わ
ら

れ
て
か
な
し
く
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ぼ
く
は
三
人
目
の
友
だ

ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
た
け
ど
、

あ
な
ぐ
ま
は
も
っ
と
こ
と
わ
ら
れ

て
も
あ
き
ら
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
て
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
ぼ
く
も
、
あ
き
ら
め
ず
に

何
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

何
ど
考
え
て
も
そ
だ
て
る
も
の

が
き
め
ら
れ
な
い
あ
な
ぐ
ま
は
、

と
う
と
う
お
こ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
ん
な
あ
な
ぐ
ま
に
、
友
だ

ち
の
は
り
ね
ず
み
が
じ
分
の
す
き

な
も
の
を
作
っ
て
い
い
こ
と
と
、

友
だ
ち
の
す
き
な
こ
と
を
い
っ

し
ょ
に
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
う

れ
し
い
気
も
ち
に
な
る
こ
と
だ
と

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

聞
い
て
か
い
け
つ
す
る
こ
と
が
大

せ
つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
な
ぐ
ま
は
テ
ー
ブ
ル
と
い
す

を
作
っ
て
、
友
だ
ち
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に

食
べ
ま
し
た
。
友
だ
ち
の
え
が
お

が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
な
ぐ
ま
も

え
が
お
に
な
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ぼ
く
も
友
だ
ち
の
わ

ら
っ
た
か
お
が
大
す
き

で
す
。
み
ん
な
が
わ
ら

う
と
、
ぼ
く
も
気
も
ち

が
よ
く
て
、
い
つ
の
ま

に
か
い
っ
し
ょ
に
わ

ら
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く

も
あ
な
ぐ
ま
の
よ
う
に
、
友
だ
ち

も
じ
分
も
え
が
お
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
友
だ
ち
の
話
を
し
っ
か

り
と
聞
い
た
り
、
じ
分
の
す
き
な

こ
と
を
教
え
た
り
し
て
い
き
た
い

で
す
。　
＝
原
文
の
ま
ま
掲
載
＝

●
青
少
年
読
書
感
想
文
久
慈
地
区
コ
ン
ク
ー
ル　

　

小
学
校
低
学
年
の
部
入
選
作
品

　
　
　
「
友
だ
ち
思
い
の
あ
な
ぐ
ま
」

　
　
　

普
代
小
学
校
２
年　

柾
屋　

慎
太
郎
く
ん

　

次
の
２
つ
の
問
題
を
読
み
、
４

つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
選
び
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
①
は
６
㌻
か
ら
、
②
は

７
㌻
か
ら
の
出
題
で
す
。

　

①
普
代
小
学
校
の
子
ど
も
神
楽

宿
で
神
楽
衆
は
何
演
目
を
披
露
し

た
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

１
演
目　

Ｂ　

２
演
目　

Ｃ　

３
演
目　

広
報
ク
イ
ズ

　

②
田
野
畑
村
と
連
携
し
た
民
泊

体
験
で
、
普
代
村
に
は
何
人
の
生

徒
が
訪
問
し
た
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

12
人　

Ｂ　

13
人　

Ｃ　

14
人

　
【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
（
地
区
名
）、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の

名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
は
が
き
に

広
報
ふ
だ
い
の
感
想
、
ご
意
見
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
書
い
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　
○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　

普
代

村
役
場　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
○
締
め
切
り
…
３
月
４
日（
月
）　

当
日
消
印
有
効

　
○
１
月
号
の
答
え
…
①-

Ｃ　

②-

Ｂ

　
○
応
募
総
数
…
５
通
で
５
人
が

正
解
で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次

の
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

当
選
者
…
①
大
坪
楓
く
ん
（
久

慈
市
・
３
歳
）
②
滝
澤
ひ
び
き
く

ん
（
久
慈
市
・
７
歳
）
③
齊
藤
芽

生
ち
ゃ
ん
（
久
慈
市
・
１
歳
）

　

村
出
身
で
プ
ロ
野

球
選
手
の
銀
次
選
手

が
、
所
属
す
る
東
北

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の

新
主
将
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

銀
次
選
手
は
２
０

１
７
年
に
ゴ
ー
ル
デ

ン
グ
ラ
ブ
賞
、
２
０

１
４
年
と
２
０
１
７

年
に
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

賞
を
獲
得
す
る
な
ど

チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
、
こ
れ

か
ら
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

の
活
躍
に
も
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

祖父・畠山保男さんの
応援コメント

　以前選手会長になったと
き、銀次は「俺しかいない」
とやる気に満ちていた。そ
んな銀次は、なるべくして
キャプテンになったと思う。
けがに気を付けて、周りと
協力しながらキャプテンと
してチームを勝利に導いて
ほしい。頑張れ、銀次！

孫・銀次選手へエールを送る
畠山さん

　銀次選手キャプテンに
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１月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

交通安全 対策情報

これまでの合計額　40,571,221円

ふるさと応援寄付金
（１月１日〜１月31日分、26人）

  ■村内の交通事故《１月》
� 人身事故　０件（０件）

� 物損事故　２件（２件）

  ※（ ）内は１月からの累計

  ■救急車の出動件数《１月》    ９件

  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

 県内33市町村中ワースト順位…１位
 （平成30年12月31日現在）
 村内の検挙者数《12月》�０人（２人）

 県内の検挙者数《12月》�29人（307人）

  ※（ ）内は１月からの累計

お誕生おめでとう（０人）

ご結婚おめでとう（０組）

お悔やみ申し上げます（５人）

宮本　トワ　　　堀　内　　　95 歳

三船　朋久　　　上　区　　　85 歳

嵯峨　　弘　　　緑　区　　　87 歳

金子　サツ　　　黒　崎　　　90 歳

和久　トモ　　　堀　内　　　94 歳

　次の①または②の土地の相続登記に
ついて、登録免許税が免除される場合
があります。平成 33 年（2021 年）
３月 31 日（水）までの期間限定です。
①相続により土地を取得した方が相続
登記をしないで死亡した場合に、死亡
した方名義とする相続登記②普代村の
土地のうち、不動産の価額が 10 万円
以下の土地に係る相続登記
　詳しくは盛岡地方法務局ホームペー
ジをご覧になるか盛岡地方法務局宮古
支局（☎ 0193-62-2337）までお問
い合わせください。

　森林を伐採、開発する際は、事前に
届け出や許可申請の各種手続きが必要
となります。森林の伐採、開発の計画
がありましたら、まず役場農林商工課
または県北広域振興局林務部にご連
絡、ご相談ください。
▶お問い合わせ先…①保安林以外の森
林での立木の伐採：役場農林商工課（☎
35-2115）②保安林での立木の伐採
や土地の形質の変更および保安林以外
の森林での１㌶を超える開発行為：県
北広域振興局林務部（☎ 0194-53-
4984）

　高齢者の皆さん、ご家族の皆さん、
毎日の生活の中で困っていること・悩
んでいること・知りたいことなどあり
ませんか？岩手県高齢者総合支援セン
ターでは、高齢者何でも相談「シルバー
110 番」を設置し、下記のとおり対
応しています。また、専門相談として、
法律・人生・認知症の専門分野の先生
方が相談に応じます（要予約）相談無
料で秘密厳守です。１人で悩まず、お
気軽にお電話ください。
▶相談電話…0120-84-8584
▶相談時間…月曜日～金曜日、午前９
時～午後５時※土曜日、日曜日、祝日
を除く
　お問い合わせは財団法人岩手県長寿
社会振興財団 高齢者総合支援セン
ター☎ 019-625-0110）まで。

　国土利用計画法では、地価の高騰を
抑えたり、乱開発を防いだりするため
に、大規模な土地取引には届け出制度
を設けています。１万平方㍍以上の土
地の売買や交換、営業譲渡などで届け
出が必要です。地取引の契約をしたと
きは、２週間以内に役場で県に報告す
る必要があることから、早めに役場政
策推進室に届け出をしてください。２
週間以内に届け出をしなかったり、偽
りの届けをしたりすると６カ月以下の
懲役または 100 万円以下の罰金に処
されることがあります。
　お問い合わせや詳細については役場
政策推進室（☎ 35-2114）まで。

久慈地区法律相談
▶期日…３月６日（水）、13日(水)▶時
間…10:30～15:30▶場所…久慈市役所
▶問い合わせ先…久慈市役所生活環境
課（☎ 0194−52−2111）

多重債務者相談
▶期日…3月28日(木)▶時 間…10:00
～15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日 時…３月20日(水) 10:30～15:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・梅毒・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…３月12日(火) ①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00～17:30 ②骨髄
バンク登録（要予約）：15:00～18:00

精神保健福祉相談
▶日時…３月15日(金) 13:30～（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…３月18日(月) 14:00～15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

相続登記登録免許税の免除高齢者何でも相談
　九戸地方育英会では、修学を奨励し、
人材を育成することを目的に、奨学金
を貸与する奨学生の通常採用者を次の
とおり募集しています。
▶応募資格…①大学などの進学を希望
する人（または入学見込みの人）②学
業成績に優れ、品行方正の人③心身と
もに健康な人④普代村、久慈市、洋野
町、野田村に本籍を有する人
▶貸与額…月額３万円。卒業後に貸与
した２分の１以上を毎月、または年賦
などの方法で全額償還すること。償還
期間は、貸付期間の２倍の期間です。
▶申込書提出期限…３月18日（月）
　申込書や戸籍謄本など、提出書類の
詳細については、村教育委員会事務局

（☎ 35−2711）、または九戸地方育英
会事務局（久慈市教育委員会総務学事
課内　☎ 0194−52−2154）までお
問い合わせください。

　公益財団法人スポーツ安全協会で
は、アマチュアのスポーツや文化、ボ
ランティア、地域活動などを行う４人
以上の団体を対象にスポーツ安全保険
の加入者を次のとおり募集します。
▶対象となる事故…団体の活動中の事
故、経路往復中の事故など
▶平成31年度の掛け金

▶保険期間…平成31年 4 月 1 日 0：
00～同32年３月31日 23：59。※途
中加入も受け付けます。
　詳しくは村教育委員会事務局生涯学
習係（☎ 35−2711、内線 175）ま
でお問い合わせください。

スポーツ安全保険に加入を

九戸育英会で奨学生募集
ご存じ
ですか?

春季全国火災予防運動
　全国統一防火標語

『忘れてない？
サイフにスマホに

火の確認』

　３月１日（金）から７日（木）ま

での一週間、春季全国火災予防運動

を実施します。期間中は住宅や事業

所などへの防火指導を実施しますの

でご協力をお願いします。

対象者 補償対象となる
団体活動

一人当た
りの掛金

子 ど も
（中学生
以下）

スポーツ・文化・
ボランティア・地
域活動

800円

上記に加え、個人
活動も対象 1,450円

高校生以
上（65歳
以上の人
も加入可）

文化・ボランティ
ア・地域活動・団
体員の送迎・応援、
準備・片付け

800円

スポーツ活動、ス
ポーツ活動の指
導、審判

64歳以下
1,850円

65歳以上
1,200円

全 年 齢 危険度の高いスポ
ーツ活動 11,000円

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

森林伐採、開発の手続き

土地取引後は届け出を！

春から、ひとみスッキリ
使い捨てコンタクトレンズ
販売しております。

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

久慈保健所での相談

�困っていたら相談を！

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談ご存じ
ですか?

建築物防災週間
　３月１日（金）から７日（木）ま
で、建築物防災週間を実施 します。
週間中は県北広域振興局 土木部（☎
0194-53-4990）に建築物の防災相
談所を設置し、皆さまのご相談にお
答えしますので、ご利用ください。

モイストでデビューしましょう！モイストでデビューしましょう！



日 月 火 水 木 金 土

15　　広報ふだい　No.681 2019（Ｈ 31）２月号　14

３月のこんなこと、あんなこと

離任式

普代小学校３学期
修了式

お誕生教室（受付：
12：30 ～12：45、
◯保）

２ 歳 児 健 康 教 室
（ 受 付：12：30 ～
12：45、◯保）

はまゆり子ども園
３学期修了式
普代小学校卒業式

固定資産税第４期
納期限／国民健康
保険税第６期納期
限

春分の日

ブックスタート
乳児健診（受付：
12：15 ～12：30、
◯保）

普代中学校３学期
修了式

はまゆり子ども園
卒園式

体育施設無料開放日
普代中学校卒業
式

○保は保健センター
○北は北緯40度野球場
○社は社会体育館
○管は管理センター
○ふはふれあい交流
センター
○診は医科診療所
○Ｂは海洋センター
○はははまゆり子ど
も園
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（先負）

（大安）

（先勝）

（先負）

（赤口）

（先勝）

（友引）

（大安）

（友引）

（大安）

（赤口）

（友引）

（先負）

（仏滅）

（赤口）

（友引）

（先負）

（仏滅）

（大安） 

（先勝）

（先負）

（大安）

（仏滅）

（大安）

（赤口）

普代村役場各課からのお知らせ・話題
　

こ
の
ほ
ど
、
静
岡
県
河
津
町
役

場
か
ら
河
津
桜
の
切
り
枝
を
村
に

寄
贈
い
た
だ
き
、
役
場
１
階
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
２
階
階
段

横
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
務
省
の
支
援
事
業
を
活
用
し

て
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
華
の
ま
ち
・
普
代
村
」
構
想
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
河
津
町
や
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
普
代
浜
園

地
キ
ラ
ウ
ミ
な
ど
村
内
９
カ
所
に

河
津
桜
の
苗
を
植
樹
を
続
け
、
平

成
30
年
11
月
に
最
後
の
植
樹
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

早
咲
き
で
開
花
期
間
が
長
く
、

寒
さ
や
潮
風
に
強
い
と
い
う
特
徴

を
持
っ
た
河
津
桜
の
切
り
枝
は
、

◆
政
策
推
進
室
か
ら

　

河
津
町
か
ら
切
り
枝
寄
贈

早
く
も
蕾
が
ほ
こ
ろ
び
、
可
愛
ら

し
い
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
植
樹

さ
れ
た
苗
も
、
こ
の
切
り
枝
の
よ

う
に
美
し
い
ピ
ン
ク
の
桜
を
咲
か

せ
、
村
内
各
所
で
村
民
の
皆
さ
ん

や
観
光
客
ら
の
目
を
喜
ば
せ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
苗
の
成
長
を
み
ん
な
で
見
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の

宝
く
じ
助
成
金

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
）
総
額

１
０
０
万
円
を
受

け
て
、
黒
崎
自
治

会
で
放
送
機
器
一

式
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー

発
電
機
、
簡
易
テ

ン
ト
を
購
入
し
ま

し
た
。

　

購
入
し
た
備
品

は
、
黒
崎
地
区
内

で
の
行
事
・
会

議
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
際
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

◆宝くじ助成金

 黒崎地区で放送機器など購入

　　３月　上神田精肉店

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎35−2132

　毎月普代村共通商品券（500 円）と抽選会場加盟店からのプレ
ゼントが20 名様に当たるラッキーチャンス、３月の抽選会場は
次のとおりです。

ラッキーチャンス抽選会！
　満点カードで買い物をすると抽選券が
もらえます。抽選券をもらったら、赤い
のぼり旗の抽選会場へ。抽選券の有効期
限は、発行日より３カ月となっておりま
すので、お早目に抽選にご参加ください。
　詳しくは加盟店店頭チラシをご覧くだ
さい。年中無休（朝８時～夜８時）　中央区   靴のまわたり ☎35－2022

冬 物 処 分 セ ー ル
　（３割～５割引き）

期間：２/22（金）～２/28（木）

受
付
対
象
テ
ー
プ（
原
版
）

庁内を彩る河津桜の切り枝 早くも美しい花を咲かせました

黒崎自治会で購入した放送機器、発電機、テント



　  恵方巻作りに挑戦

　

　
豆まき終了後、もも、うめ、
さくら組の園児たちは同園の
高屋敷テル子栄養指導士の
下、恵方巻きを作りました。
　かんぴょうやきゅうり、卵
焼きなど７つの食材を乗せた
後、先生や保護者の力を借り
ながら丁寧に巻いて完成した
恵方巻き。園児たちはしっか
りと東北東を向きながら、大
きな口でおいしそうに頬張っ
ていました。

恵方巻き上手にできるかな？

大きなお口でもぐもぐ

▼
最
近
日
が
長
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
あ
ま
り
雪
が
降
ら
ず

に
春
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
な
ぁ
と
願

う
ば
か
り
で
す
▼
「
ア
ン
モ
浦
の
滝

が
凍
っ
て
る
よ
」
と
教
え
て
い
た
だ

き
見
に
行
っ
て
み
ま
し
た（
左
写
真
）

考
え
て
み
る
と
冬
に
見
に
行
く
の
は

初
め
て
で
、
身
近
に
氷
瀑
が
見
ら
れ

る
場
所
が
あ
っ
た
ん
だ
と
再
発
見
で

し
た
▼
気
分
の
い
い
展
望
台
か
ら
の

帰
り
道
で
し
た
が
、
階
段
で
息
切
れ

し
て
足
が
止
ま
り
、
運
動
不
足
を
実

感
。
今
は
「
も
っ
と
暖
か
く
な
っ
た

ら
運
動
し

よ
う
」
と

思
っ
て
い

ま
す
が
…

ど
う
な
る

で
し
ょ
う

…
。

 

（
坂
本
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� � 前月比� 前年比
人　口� 2,713人�（−８）� （−62）
��（男）� 1,350人�（−４）� （−24）
��（女）� 1,363人�（−４）� （−38）
世　帯� 1,147戸�（±０）�（−17）

人口と世帯 １月末現在

　はまゆり子ども園（長坂孝志園長、園児 74 人）の節分集会が２月１日、同園ホー
ルで行われました。園児たちは自分で作った鬼のお面をかぶり、節分に関する絵本な
どを鑑賞。「鬼は外、福は内！」と豆の代わりに丸めた新聞紙を投げていると、突然開
いたホールのドアから赤鬼と緑鬼が登場しました。迫力満点で追いかけてくる鬼に、
泣いて逃げ回ったり豆代わりの新聞紙を投げつけたりする園児たちでホールは大騒ぎ。
その後、園児たちの「いい子にします！」の叫びを聞いた鬼たちは、満足げに山へと帰っ
ていきました。 　はまゆり子ども園

節分集会

突然の鬼の登場に叫び声をあげながら逃げ回る園児たち

鬼たちは容赦なく園児たちに襲い掛かります

まだちょっと怖いけど、最後は鬼さんと記念撮影「先生助けて～！」


